
第 68回広島県高等学校卓球選手権大会 競技上の注意（１日目） 

審判長 西山 朗 
 

1. ルールは現行の日本卓球ルールを採用します。 

(1) タイムアウト制を採用します。１マッチにつき、１回、１分以内のタイムアウトを取

ることができますが、時間を厳守して下さい。 

(2) ゲーム間の休憩は１分以内と規定されています。特にアドバイザーが入っている場合

はアドバイスが長くなりすぎないように注意して下さい。 

(3) ユニフォームは上下とも日本卓球協会公認のウエアを着用して下さい。JTTA赤ワッペ

ンがついたものはすべて着用できますが、黒、あるいは白ワッペンのもので主たる色

が白のものは着用できませんのでご注意下さい。また、その趣旨からベンチに入る監

督、選手の服装も白以外の色のものを着用して頂くよう、ご協力をお願いします。 

(4) ダブルスはユニフォームを統一して下さい。ただし、ショーツ・スコートについては

同系色のものであればタイプが違っても構いません。もしも揃わない場合は事前に審

判長に申し出て下さい。２試合目以降も統一することが原則ですが、汗をかいて着替

えるためにやむを得ず揃わない場合はそれを認めます。２試合目以降で揃わない場合

は申し出て頂く必要はありません。 

(5) サービス動作の違反が目立ちます。ルールに則った正しいサービスを出すよう心がけ

て下さい。 
 

2. アドバイザーについて 

(1) ダブルスベスト８決定以降、シングルスベスト１６決定以降の試合でアドバイザーが

ベンチに入ることができます。 

(2) ベンチには同じ学校の監督１名または同じ学校でこの大会にエントリーしている選手

１名しか入れません。監督としてベンチに入れるのは、県高体連に監督登録し、今回

監督として申し込んである方のみです。 

(3) 一つの試合においてアドバイザーを途中で交代することはできません。試合途中から

ベンチに入ることはできますが、一度ベンチを離れた場合、戻ることもできません。 

(4) アドバイザーに入る場合は所定の位置にある椅子をご利用下さい。試合後は椅子を元

の位置にお戻し下さい。 
 

3. ゼッケン、監督章について 

選手は試合を行う際は必ず日本卓球協会発行の本年度のゼッケンを着用して下さい。監督

の方はベンチに入られる際は日本卓球協会発行の本年度の監督章を着用して下さい。 
 

4. 進行、審判について 

【進行】 

(1) 本日は男女ダブルス準々決勝までとベスト４によるリーグ戦、男女シングルス２回戦

までを行います。 

(2) 男女ともダブルスから始め、準々決勝終了あたりからシングルスも入れていきます。

ダブルス準々決勝終了後、勝ち残った選手のシングルス２回戦までを行い、その後ダ

ブルスリーグ戦を始めます。 

(3) 試合はできるだけベンチコール方式で行います。各選手は自分の選手番号と試合順を

確認の上、コールに十分注意して下さい。番号を呼ばれた選手は待機場所で対戦相手

を探し、揃ったら一緒に待機して下さい。ただし、ダブルスベスト４に残った選手に

関わるシングルス２回戦までは個別にコールし、優先して行います。 

 

 



【審判】 

(1) 第１試合の審判はこちらで指名しますが、その後は敗者審判でお願いします。 

(2) ダブルスの審判は原則２名で行って下さい。シングルスの敗者がダブルスの審判をす

る場合は１名で行う場合があります。シングルスの審判は指定された場合を除き１名

で構いません。 

(3) ダブルスリーグ戦は該当校から１ペアにつき１名審判を出して下さい。  
 

5. その他 

(1) 中国大会出場枠 

男子シングルス ２４名   男子ダブルス １２組 

女子シングルス ２４名   女子ダブルス １２組 

※シングルスはベスト１６決定、ダブルスはベスト８決定で敗れた選手、ペア同

士で順位決定戦を行い、出場者を決定します。 

※要項には女子ダブルス１３組と記載されていましたが誤りでした。お詫びして

訂正いたします。 
 

 全国大会出場枠 

男子シングルス ４名   男子ダブルス ２組 

女子シングルス ５名   女子ダブルス ２組 

(2) ボールは台に備え付けのカップに入っています。試合が終了したら必ずカップへ戻し

て下さい。他のメーカーのボールを希望する場合は対戦相手の同意を得てから進行席

で交換して下さい。同意が取れない場合はじゃんけんをして、勝った方が希望するも

のを使用して下さい。 

(3) ラバー貼り替え場所は設けていないので、貼り替えの必要がある選手は本部席に申し

出て下さい。無許可で会場内、あるいは周辺で張り替えを行うとペナルティの対象に

なる場合がありますのでご注意下さい。 

(4) 各種目ともベスト８以上を表彰します。 

(5) ルール、進行等についてご不明の点は審判長にお尋ね下さい。 

 

 

以上 

 


